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遺
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遺
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一
六
世
紀
―
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九
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７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

高
松
城
は
、
旧
香
東
川
が
形
成
し
た
河
日
の
三
角
州
上
に
海
に
面
し
て
築
城

さ
れ
て
い
る
。
天
正

一
六
年

全

五
人
八
）
に
生
駒
親
正
に

よ
り
築
城
が
開
始
さ
れ
、
生
駒

藩
改
易
後
高
松
藩
主
と
な

っ
た

松
平
頼
重
ら
に
よ
り
延
宝
五
年

全

六
七
七
）
に
東
ノ
九
艮
櫓

の
築
造
で
ほ
ぼ
完
成
を
み
る
。

今
回
木
簡
が
出
土
し
た
地
点

は
、
本
九
西
側
の
西
ノ
九
の
外

郭
部
に
相
当
し
、
外
堀
の
延
長
線
上
に
あ
る
西
浜
舟
入
り
と
中
堀
と
に
東
西
を

挟
ま
れ
て
い
る
。
生
駒
藩
期
に
は
上
級
家
臣
の
屋
敷
地
が
営
ま
れ
た
郭
で
あ
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
の
は
、
地
表
下

一
四
〇
伽
ほ
ど
の
第
三
整
地
面
の
上
坑
Ｓ
Ｄ

八
Ｂ

一
七
で
あ
る
。
こ
の
土
坑
は
東
西
九

・
三
ｍ
、
南
北
確
認
長
五

・
八
ｍ
を

測
る
概
ね
方
形
の
プ
ー
ル
状
を
呈
し
、
木
簡
は
下
駄
な
ど
の
多
く
の
木
製
品
と

と
も
に
出
土
し
た
。

第
三
整
地
面
は
場
所
に
よ
っ
て
は
鎌
倉
期
の
遺
構
検
出
面
と
な
っ
て
お
り
、

高
松
城
築
城
の
際
の
造
成
時
に
削
平

・
整
地
さ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
第
三

整
地
面
の
生
駒
期
の
遺
構
と
し
て
は
、
掘
立
柱
建
物
群
と
と
も
に
、
溝

・
井

戸

・
土
坑
な
ど
を
検
出
し
て
い
る
。
溝
や
建
物
は
松
平
初
期
に
描
か
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
高
松
城
城
下
図
屏
風
の
屋
敷
や
道
路
の
配
置
と
概
ね

一
致
し
て
い
る
。

ほ
ぼ
同
時
期
の
高
松
城
下
屋
敷
割
図
と
の
補
完

・
比
較
に
よ
り
、
屋
敷
地
の
位

置

・
所
有
者
を
概
ね
想
定
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
検
出
し
た
井
戸
や
土
坑
な
ど

の
多
く
は
、
同
時
期
の
建
物
と
切
り
合
わ
ず
、
建
物
を
避
け
る
よ
う
に
掘
ら
れ

て
い
る
印
象
を
受
け
る
も
の
で
、
土
坑
の
中
か
ら
は

「壽
木
」
が
出
土
し
た
も

の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
便
所
と
し
て
掘
ら
れ
た
も
の
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

高
松
城
は
、
松
平
期
初
代
の
松
平
頼
重
の
治
世
末
頃
ま
で
は
、
部
分
改
修
を

繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
上
級
家
臣
の
屋
敷
地
に
お
い
て
も
、

多
く
の
土
坑
が
建
物
を
避
け
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
箇
所
が

改
修
工
事
の
際
に
作
業
地
と
し
て
使
用
さ
れ
た
空
間
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

(高 松)



８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

木
簡
は
、
生
駒
藩
家
臣
上
坂
勘
解
由
宛
に
送
ら
れ
た
材
木
に
伴
う
受
け
渡
し

状
で
あ
る
。
形
状
は
下
半
が
組
く
な
っ
て
い
る
が
、
記
載
さ
れ
た
文
字
の
配
置

か
ら
す
る
と
完
形
で
あ
る
。
ま
ず
、
表
面
の
標
題

「元
和
拾
年
三
月
六
日
二
出

候
舟
二
集
候
木
ノ
覚
」
と
表
面
上
半
、
及
び
裏
面
が
セ
ッ
ト
と
な
り
、
そ
の
後

表
面
の
下
半
が
追
加
記
載
さ
れ
、
最
後
に

「
三
月
拾
日
二
舟
つ
き
申
候
」
が
記

載
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

記
載
は
、
標
題

・
木
の
種
類

。
総
量

。
今
回
の
送
付
数
量

。
宛
先

・
残
部
数

量
の
項
目
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
最
初
の
七
九
荷
に
つ
い
て
の
記
載
は
、
残
部

数
量
相
当
部
が
表
面
に
記
載
さ
れ
ず
、
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は

記
載
数
量
か
ら
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
七
九
荷
の
う
ち
勘
解
由
に
直
接
宛

て
た
も
の
が
四
〇
荷
、
大
工
紀
市
宛
の
も
の
が
二
荷
で
あ
り
、
そ
の
残
り
が
裏

面
の
三
七
荷
と

一
致
す
る
。
従
っ
て
、
当
初
の
記
載
位
置
は
表
裏
と
も
木
簡
の

上
半
部
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
木
簡
の
形
状
が

。
「元
和
拾
年
三
月
六
日
二
出
侯
舟
二
集
候
木
ノ
覚

一　
七
拾
九
荷
内
四
拾
荷
　
　
勘
解
由
様
へ
上
リ

一　
４蚕
何
大

〔 工個
琳
生
上
遣
候
合
四
拾
卦
ど
側
　

『
三
月
拾
一日
二
舟
う
き
由
，候
』

「残
而
三
拾
七
荷
有
〔酢
己

同
ネ
酔
□ｔょ
紀
つ

四
荷
半
内
弐
荷
半

勘
解
由
様
へ
上
リ

残
而
弐
荷
有

下
半
部
に
向
か
っ
て
細
く
な
っ
て
い
る
こ
と
と
も
対
応
し
よ
う
。
但
し
、
木
簡

に
は
物
品
に
装
着
し
た
よ
う
な
痕
跡
は
残
っ
て
い
な
い
。

木
簡
の
下
半
の
記
載
に
も
上
半
の
体
裁
を
踏
襲
す
る
意
図
が
窺
わ
れ
、
標
題

も

「同
」
で
改
め
て
記
載
し
、
樹
種
と
考
え
ら
れ
る

「と
ほ
ま
つ
」
が
上
部
ヘ

は
み
出
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
残
部
記
載
が
裏
面
で
は
な
く
表
面
に
続
い
て
記

載
さ
れ
て
い
る
以
外
、
体
裁
は
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
最
下
部
の

「勘
解
由
様

へ
上
り
」
の
記
載
が
非
常
に
圧
迫
さ
れ
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
体
裁

の
共
通
性
と
と
も
に
、
木
簡
が
原
形
を
保
っ
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

最
後
に
記
載
さ
れ
た

「
三
月
拾
日
二
舟
つ
き
申
候
」
は
、
舟
の
到
着
期
日
の

記
載
で
、
「月
」
「拾
」
の
筆
跡
が
上
半
の
標
題
中
の
同

一
文
字
の
筆
跡
と
は
異

な
っ
て
お
り
、
別
人
の
記
載
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
送
付
物
と
と
も
に
こ
の
木
簡

を
受
け
取
っ
た
側
で
書
き
加
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

以
上
の
木
簡
の
記
載
内
容
を
要
約
す
る
と
、
「元
和

一
〇
年

（
三
全
一四
）
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三
月
六
日
に
舟
出
し
た
木
の
覚
え
書
き
。
樹
種
記
載
の
な
い
木
を
七
九
荷
送
る

予
定
で
あ
る
が
、
今
回
は
そ
の
内
の
四
〇
荷
を

（上
坂
）
勘
解
由
宛
に
、
二
荷

を
大
工
宛
に
送
る
。
残
部
は
三
七
荷
で
あ
る
。
同
じ
く
、
と
ほ
ま
つ

（９
↓
を

四

・
五
荷
の
内
、
二

・
五
荷
を
勘
解
由
宛
に
送
る
。
残
部
は
二
荷
で
あ
る
。

『
三
月

一
〇
日
に
舟
が
着
い
た
。』
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

屋
敷
割
図
な
ど
の
検
討
か
ら
、
今
回
の
調
査
地
が
上
坂
勘
解
由
屋
敷
を
含
む

可
能
性
を
考
え
て
い
た
が
、
木
簡
出
土
土
坑
の
外
側
の
溝
な
ど
が
生
駒
藩
家
臣

上
坂
勘
解
由
屋
敷
地
の
境
界
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
ま
た
こ
れ

に
よ

っ
て
時
期
比
定
も
ほ
ぼ
確
定
し
た
。
こ
の
木
簡
に
よ

っ
て
送
ら
れ
た

「木
」
は
、
大
工
宛
の
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
建
築
用
の
木
材
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
。
誰
が
ど
こ
か
ら
発
送
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
船
積
み
で
概

ね
足
か
け
五
日
間
で
木
材
が
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
宛
名
が

「勘
解
由
様
」

と
個
人
名
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
、
木
材
の
発
注
の
性
格
を
考
え
る
上
で
注

目
さ
れ
る
。
ま
た
、
元
和

一
〇
年
は
二
月
三
〇
日
に
改
元
さ
れ
て
寛
永
元
年
と

な
る
。
木
簡
の
記
載
期
日
は
元
号
改
正
期
の
状
況
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
文
の
読
み
下
し
に
つ
い
て
は
、
香
川
県
教
育
委
員
会
歴
史
博
物
館

準
備
室
の
胡
光
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

香
川
県
教
育
委
員
会

。
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セ
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タ
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埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会
編

『報
告
書
制
作
ガ
イ
ド
』
の
刊
行

報
告
書
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
も
い
う
べ
き
便
利
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
刊
行
さ
れ

た
。
埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会
が
、
設
立

一
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
こ
れ
ま

で
機
関
誌

『埋
文
写
真
研
究
』
に
掲
載
し
て
き
た
内
容
に
、
新
原
稿
を
加
え
て

一

書
に
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
原
稿
の
準
備
」
、
「制
作
の
知
識
」
、
「校
正
の
知
識
」
、
「印
刷
の
知
識
」
、
「製

本
の
知
識
」
、
「仕
様
書
の
作
成
と
原
価
計
算
方
法
の
一
例
」
、
「
デ
ジ
タ
ル
画
像
と

Ｄ
Ｔ
Ｐ
」
の
各
章
で
構
成
さ
れ
、
報
告
書
作
成
の
た
め
の
基
本
的
な
事
項
を
網
羅

し
、
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。
実
際
に
刊
行
さ
れ
た
報
告
書
か
ら
悪
い
レ

イ
ア
ウ
ト
例
と
修
正
例
を
対
比
し
て
示
す
な
ど
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、
巻
末
に
は

用
語
解
説
や
索
引
も
つ
い
て
至
便
。
報
告
書
を
作
る
側
に
は
必
携
と
い
え
よ
う
が
、

報
告
書
を
見
る

。
読
む
側
に
も
興
味
の
尽
き
な
い
一
冊
で
あ
ろ
う
。

変
型
Ａ
４
判
　
一
七
八
頁
　
四
五
〇
〇
円
　
一
九
九
八
年
七
月
刊

聞
い
合
わ
せ
先

埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会

奈
良
市
二
条
町
二
Ｉ
九
―

一　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
七
四
二
十
三

四
十
三
九
三
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